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【概 要】

産業革命以来の技術革新として、デジタル革命の波が産業界に押し寄せている。コン

ピュ－タ技術や解析技術、ネットワ－ク環境などの情報技術が著しく進展し、これらの

情報技術を最大限に活用し社会基盤構造物の維持管理を合理的に行おうとする試みが近

年各方面で急速に展開されている。日本をはじめとする欧米先進国では、社会基盤を支

える施設などの社会資本ストックが質・量ともに急速に増大してきているため、社会資

本のライフタイムマネージメントが必要となってきている。本研究では、今後増えるで

あろう社会基盤構造物（例えば、橋梁、上下水道など）の維持管理を合理的かつ戦略的

に行う枠組みを作ることにある。欧米の先進国では早くからこのような問題に直面して

おり、この分野での技術の蓄積が行われている。我が国が持っている維持管理に関わる

技術を世界に発信するとともに、維持管理の先進国である欧米の技術や情報を積極的に

取り入れ、より合理的な補修材料や補修・補強工法の開発、維持管理のためのシステム

作りを行い、維持管理を合理的に行える枠組み作りを行う。また、専門技術者不足や技

術力低下に対しては、今のうちから技術の伝承を系統だって行っておく必要がある。知

識情報処理の技術を用いて、維持管理に関わる専門技術者の技術や知識をできるだけ正

確に把握し、これらの技術や知識を正確に次世代に伝承できるシステムや技術者のトレ－ニ

ングを行えるシステム作りを行う。

【期待される成果】

、 、(1)社会基盤構造物の維持管理に必要な情報や 役立つ情報を世界に公開することにより

効率良く、質の高い戦略的な維持管理が行える。

(2)技術や知識の伝承が可能であり、技術者の不足や技術力低下に対処できる。

(3)調査・点検、補修・補強などの記録が一元的に管理できる。

(4)ネットワ－クを使い時間と空間に縛られることなく維持管理記録の共有化が図れ、よ

り質の高い維持管理が可能となる。

(5)現状調査で得られた欧米での成功事例、失敗事例を事例デ－タとしてデ－タベ－ス化

しておくことにより、同じ失敗の繰り返しを回避できる。

(6)記述方法や用語を世界標準とすることにより世界的にデ－タの共有が図れる。
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